
内
浦
湾
沿
岸
の
縄
文
文
化
遺
跡
群
（
南
茅
部
町
、
伊
達
市
な
ど
）

私
と
遺
産

だ
れ
も
が
学
べ
る
古
代
ロ
マ
ン

伊
達
市
中
心
部
か
ら
国
道
37
号
を
室
蘭
方
向
に
車
で

約
15
分
。
牧
場
や
農
場
が
広
が
る
農
業
地
帯
の
真
ん
中

に
、「
史
跡
北
黄
金
貝
塚
公
園
」
が
あ
る
。「
私
が
遺
跡

を
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
原
点
で
す
」。
伊
達
市
教

委
文
化
財
課
長
で
、
札
幌
医
大
非
常
勤
講
師
も
務
め
る

大
島
直
行
さ
ん
（
52
）
が
思
い
入
れ
を
語
る
。

北
黄
金
貝
塚
は
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
、
伊
達
高

校
教
諭
で
、
大
島
さ
ん
が
「
師
匠
」
と
呼
ぶ
峰
山
巌
さ

ん
が
発
見
し
た
。

大
島
さ
ん
は
釧
路
管
内
標
茶
町
で
生
ま
れ
、
東
洋
大

で
考
古
学
を
勉
強
。
北
海
道
に
戻
っ
て
最
初
に
北
黄
金

貝
塚
を
研
究
対
象
に
選
び
、
峰
山
さ
ん
を
知
っ
た
。
当

時
勤
め
て
い
た
千
歳
市
教
委
を
辞
め
て
札
幌
医
大
の
助

手
と
な
り
、
解
剖
学
を
研
究
。
北
黄
金
貝
塚
か
ら
出
土

し
た
縄
文
人
の
ほ
ぼ
完
全
な
骨
格
を
見
て
「
こ
の
人
は

ど
う
い
う
人
な
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
思
い
が
募
り
、
遺

跡
研
究
を
極
め
て
み
た
く
な
っ
た
と
い
う
。

峰
山
さ
ん
は
大
島
さ
ん
に
「
遺
跡
は
学
者
の
た
め
で

な
く
、
地
域
の
た
め
の
も
の
な
ん
だ
」
と
言
い
聞
か
せ

た
。
峰
山
さ
ん
の
願
い
は
、
北
黄
金
貝
塚
を
誰
も
が
学

べ
る
学
習
の
場
に
す
る
こ
と
。
峰
山
さ
ん
が
92
年
に
死

去
し
た
あ
と
、
大
島
さ
ん
は
師
の
構
想
を
実
現
す
る
た

め
に
95
年
、
札
幌
医
大
を
辞
め
て
伊
達
市
教
委
に
職
を

求
め
た
。

大
島
さ
ん
の
奔
走
が
実
っ
て
昨
年
６
月
、「
史
跡
北

黄
金
貝
塚
公
園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
縄
文
人
の
火
お

こ
し
や
疑
似
発
掘
体
験
な
ど
、
体
験
学
習
メ
ニ
ュ
ー
の

貝
塚
な
ど
だ
。
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
海
産
物
と
い
う
大

自
然
の
恵
み
が
人
々
を
優
し
く
包
み
、
育
て
て
き
た
。

×
　
　
×
　
　
×

噴
火
湾
沿
岸
は
、
道
内
で
最
も
多
く
の
貝
塚
が
発
見
さ

れ
て
い
る
地
域
。
特
に
、
伊
達
市
を
中
心
と
す
る
東
部
沿

室
蘭
市
か
ら
渡
島
管
内
椴
法
華
村
ま
で
、
内
浦
湾
（
噴

火
湾
）
を
囲
む
２
市
８
町
１
村
で
、
縄
文
時
代
か
ら
近
世

ま
で
の
暮
ら
し
を
語
る
貝
塚
や
土
器
、
骨
角
器
な
ど
の
出

土
す
る
遺
跡
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
い
る
。
南
茅
部
町

の
大
船
遺
跡
、
伊
達
市
の
北
黄
金
貝
塚
、
虻
田
町
の
入
江

人
を
包
み

育
て
た
大
自
然
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国の重要文化財
中空土偶（南茅部町）

大
船
遺
跡
（
南
茅
部
町
）


